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血禁中ケミカルメディエーターの中で，実験結果よりサブスタンス P，補体の C3a と PTH に変動
がみられた。








これらの実験結果より 透析患者では血禁中サブスタンス P 補体の C3a と PTH が#摩の発現に関
与していると考えられる。サブスタンス P の薬理作用としては，平滑筋の収縮，血流増加，肥満細胞か
らのヒスタミン遊離等が知られており，補体の C3a もアナフィラトキシンとして作用し，平滑筋の収










ンス P ，補体の C3a が上昇していた。また，好塩基球細胞が刺激を受けている程度と相関している好
塩基球中ヒスタミン合成酵素活性を調べると透析患者でその活性が上昇していた。これらの事より，透
析患者で良く知られている掻痔，発汗異常等の皮膚症状の発症原因は，血紫中サブスタンス P，補体の
C3a が上昇しこれらのケミカルメディエーターが好塩基球，肥満細胞よりヒスタミンを遊離させる事
により発症するメカニズムがそのーっと考えられるO この知見は非常に興味深く，今後の治療法の参考
になり本論文は学位に値すると考えられるO
